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	主題名
	かぞくの　ために　できる　こと
	内容項目
	C 家族愛，家庭生活の充実

	教材名
	ぼくに　もたせて
	出典
	小学道徳　ゆたかな心

	主題構成の理由
	祖父と孫，二人の互いに相手を思いやる気持ちを深く考えることで，家族の心がしっかりと結びついていることに気づかせることができるため。

	ねらい
	家族の一員として自分でできる手伝いなどをして，進んで家族の役に立とうとする。
【理解，判断力】自分は家族に支えられて生きてきたことが分かる。
【心情】家族の様子を見て，自分にできる手助けをしたいという気持ちになった人に感動する。
【実践意欲と態度】家族の手伝いをすることで，進んで家族の役に立とうとする。

	学習指導過程
	・お手伝いの経験やお手伝いをする理由を話し合う。
・「ぼくにもたせて」を読んで，たろうさんの優しさについて話し合う。
　★祖父の様子を見て，手助けしたいという気持ちになったたろうさんに心が動いたか。
・たろうさんの行為から自分の家族を振り返り，よいところを探す。
　★家族のよさが分かり，進んで家族の役に立とうとしているか。
※★…「評価」につながる見取り

	他の教育活動との関連
	●道徳の授業
・「ぼくに　もたせて」を読んで，家族を気づかう優しさについて話し合わせる。
・『まなびの　あしあと』で振り返らせる。
●生活科
・家族の一員として自分にできることを考えて計画をたて，自分で決めた仕事に家で挑戦させる。
●家庭
・家でのお手伝いに継続して取り組むよう勧める。
●朝の会・帰りの会など
・家でのお手伝いの様子を連絡してもらい，家族からの声を発表する時間を設ける。
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